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 インターネット依存は青少年に多い病態であり、今まで各年代や小・中・高・大学生
などの年齢群に分けられて調査が行われてきた。しかし、調査によってインターネット
依存の判断基準やスケールが異なっているため、年齢群間の比較が難しい。したがっ
て、本研究では、4つの年齢群の合計約4000人に対し、年齢横断的な調査を行い、問題の
あるインターネット使用の有症率と、それと関連する問題について検討した。質問紙は
基礎情報に関する質問とインターネット使用についての質問、K6スケール、インター
ネット嗜癖調査 Internet Addiction Test (IAT)が含まれている。問題のあるインターネッ
ト使用の割合は男女では差がなく、学年が上がるごとに上昇していた。また、インター
ネットをゲームやSNSに使用するより勉強に使用する方が問題のあるインターネット使用
が少ないことがわかった。平日よりも休日にインターネットを使う方が影響を与えるこ
ともわかった。 
 審査ではまず、インターネット依存の定義について問われた。インターネット依存の
定義は研究者によって異なる。症状の組み合わせによって定義される場合もあれば、評
価尺度の数値で判断される場合もある。本研究では、IATスケールが40点以上の場合を問
題のあるインターネット使用としたと回答された。この基準を用いた理由は、先行研究
で信頼性・妥当性が検証されているためである。IATスケールでは、40〜69点を「問題の
あるインターネット使用」とし、70点以上を「非常に問題のある使用」としているが、
審査では、70点未満は「インターネット依存」と呼ぶべきではなく、「インターネット
依存になる危険性がある」群と考えた方が適切であると指摘された。 
 次に、インターネット依存の境界線をどう決めるのかを問われた。今まで明確な境界
線は存在しないが、国際的診断基準を満たす症状が存在する場合をインターネット依存
と判断すると回答された。次に、スマートフォンの使用自体がバイアスになっていない
か問われた。本研究ではスマートフォンを使用しているかどうかの統制はとられておら
ず、今後検討していきたいと回答された。また、対象として選んだ学校にもバイアスが
あるため、日本の代表的なサンプルとは言えないことを指摘された。今後、様々な学校
を対象にし、人数も増やして調査していきたいと回答された。最後に、クロスアデイク
ション（嗜癖の連鎖）現象、すなわち何かに依存する場合、他のものにも依存する傾向
が知られており、インターネット依存でもそのような観点からさらに検討していくこと
の助言を受けた。 
 以上、本研究にはまだ解決していくべき問題は残されているものの、日本における児
童・思春期のインターネット使用に関する貴重な情報を提供し、今後のインターネット
依存への治療や予防プログラムを考える上で有意義な研究であると評価された。  
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